
「
雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
」

広
葉
樹
を
中
心
に
天
然
木
の
姿
も
あ
り
、

釧
路
川
源
流
部
へ

進
む
に
つ
れ
て
、
そ
の
本
数
、
種
類
が
多

く
な
り
、
太
い
木
が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。

９
月

日
・

日
の
２
日
間
、
白
糠
町

10

11

８
月
３
日
（
水
）
、
「
雷
別
ド
ン
グ
リ
倶

突
然
、
視
界
に
入
っ
て
き
た
の
が
、
周

で
、
白
糠
南
通
り
商
店
街
（
ハ
ミ
ン
グ
ロ

楽
部
」
が
第
３
回
目
の
活
動
を
行
い
ま
し

囲
を
圧
倒
す
る
大
き
さ
の
ミ
ズ
ナ
ラ
の

ー
ド
）
を
歩
行
者
天
国
に
し
て
、「
し
ら

た
。

木
。
「
お
～
」
、
「
す
ご
い
」
な
ど
と
参
加

ぬ
か
カ
ミ
ン
グ
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
が
開
催

雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
は
、
釧
路
湿
原

し
た
皆
さ
ん
か
ら
歓
声
が
あ
が
り
ま
す
。

さ
れ
ま
す
。

の
自
然
再
生
（
森
林
再
生
）
の
た
め
、
標

大
変
大
き
な
木
な
の
で
、
太
さ
・
高
さ

「
釧
路
湿
原
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ

茶
町
雷
別
地
区
国
有
林
で
、
森
林
の
保
育

が
気
に
な
り
ま
す
。

ン
タ
ー
」
は
、
２
日
目
の
９
月

日
（
日
）

11

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
輪
尺
（
り
ん
じ
ゃ
く
、
林
尺

に
参
加
し
ま
す
。

今
回
は
、
衛
戍
地
を
離
れ
釧
路
湿
原
を

と
書
い
て
あ
る
も
の
を
見
か
け
ま
す
が
輪

流
れ
る
釧
路
川
の
源
流
部
で
森
林
散
策
を

尺
が
正
解
。
）、
直
径
巻
尺
、
測
高
器
と
い

楽
し
む
た
め
、
バ
ス
で
弟
子
屈
町
川
湯
の

っ
た
立
木
の
太
さ
、
高
さ
を
計
測
す
る
器

国
有
林
に
向
い
ま
し
た
。

具
を
使
い
、
み
ん
な
で
測
定
を
試
み
た
の

バ
ス
の
窓
ご
し
に
、
屈
斜
路
湖
か
ら
流

で
す
が
、
ミ
ズ
ナ
ラ
が
あ
ま
り
に
も
太
す

れ
出
す
釧
路
川
を
確
認
。
こ
こ
は
阿
寒
国

ぎ
て
計
測
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

立
公
園
の
エ
リ
ア
内
で
す
。

阿
寒
国
立
公
園
は
、
昭
和
９
年

月
４

12

日
指
定
の
老
舗
の
国
立
公
園
。
北
海
道
で

最
も
歴
史
の
あ
る
国
立
公
園
の
一
つ
で

す
。
（

数
余
年
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
伝

80

統
あ
る
大
看
板
の
名
を
大
事
に
し
た
い
で

す
ね
。）

阿
寒
国
立
公
園
と
い
え
ば
、
日
本
最
大

の
カ
ル
デ
ラ
地
形
、
火
山
・
森
・
湖
が
織

り
な
す
広
大
な
景
観
が
特
徴
。

広
大
な
阿
寒
国
立
公
園
で
す
が
、
そ
の

面
積
の

％
以
上
が
国
有
林
で
す
。
今
日

80

は
、
国
有
林
の
林
道
１
路
線
を
使
っ
て
、

火
山
・
森
・
湖
・
を
楽
し
む
行
程
に
な
っ

ブ
ー
ス
に
は
、
森
林
で
採
取
し
た
松

て
い
ま
す
。

ぼ
っ
く
り
、
ど
ん
ぐ
り
な
ど
を
材
料
に

ま
ず
は
「
森
」
。
舗
装
道
路
か
ら
未
舗

工
作
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
準

装
の
林
道
に
進
入
、
対
向
車
等
に
注
意
し

備
を
し
て
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
が
ら
進
行
。
し
ば
ら
く
行
っ
て
、
バ
ス

参
加
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

を
降
り
、
森
の
奥
へ
と
続
く
小
道
を
歩
き

お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

ま
す
。
植
栽
さ
れ
た
木
も
あ
り
ま
す
が
、

「大きなミズナラの木」
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ミ
ズ
ナ
ラ
に
感
動
し
た
と
こ
ろ
で
昼

く
に
「
第
二
硫
黄
山
」
と
呼
ば
れ
る
場
所

食
。
食
事
中
に
現
れ
る
生
き
物
も
雷
別
国

が
あ
り
ま
す
。

有
林
だ
と
ブ
ヨ
、
カ
、
ダ
ニ
、
ア
ブ
と
い

近
づ
く
と
、
小
さ
な
噴
気
孔
か
ら
、
う

っ
た
殺
虫
剤
が
欲
し
く
な
る
虫
達
で
す

っ
す
ら
と
湯
気
が
あ
が
り
、
独
特
な
匂
い

が
、
こ
こ
川
湯
国
有
林
で
現
れ
た
の
は
、

が
「
プ
～
ン
」
と
漂
っ
て
い
ま
す
。

普
段
見
か
け
な
い
緑
色
の
カ
エ
ル
、
カ
ナ

た
だ
し
、
火
山
の
活
動
が
下
火
に
な
っ

ヘ
ビ
。
こ
れ
に
も
皆
さ
ん
感
動
し
た
様
子

て
い
る
の
か
、
周
辺
に
は
草
が
生
え
は
じ

で
し
た
。

め
、
森
林
が
目
の
前
ま
で
迫
っ
て
き
て
い

次
は
「
湖
」。
こ
の
林
道
の
沿
線
に
「
キ

ま
す
。

ン
ム
ト
ー
」
「
湯
沼
」
と
呼
ば
れ
る
湖
が

普
段
、
雷
別
国
有
林
で
保
育
作
業
を
中

あ
り
ま
す
。

心
に
活
動
し
て
い
る
雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽

林
道
を
使
わ
な
い
と
行
け
な
い
場
所
な

部
で
す
が
、
釧
路
川
源
流
部
の
森
林
で
、

の
で
、
近
く
に
あ
る
屈
斜
路
湖
、
摩
周
湖

測
樹
や
森
林
の
持
つ
様
々
な
機
能
を
体
験

と
比
べ
る
と
人
の
気
配
、
自
動
車
の
音
等

・
体
感
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

が
無
く
、
森
の
影
か
ら
カ
ッ
コ
ウ
の
声
は

次
回
、
第
４
回
目
の
雷
別
ド
ン
グ
リ
倶

聞
こ
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
森
林
の
中
に

楽
部
は
、

月

日
、
秋
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

10

26

静
か
な
湖
畔
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

フ
ォ
レ
ス
ト
で
の
活
動
を
予
定
し
て
い
ま

最
後
は
「
火
山
」。
キ
ン
ム
ト
ー
の
近

す
。

今
後
の
予
定

＊
９
月
６
日
（
火
）

釧
路
湿
原
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
学
習
会

（
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
）

＊
９
月

日
（
日
）

11
し
ら
ぬ
か
カ
ミ
ン
グ
パ
ラ
ダ
イ
ス

＊
９
月

日
（
木
）

22
道
民
森
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

＊
９
月

日
（
水
）

28
釧
路
湿
原
自
然
再
生
協
議
会

第
２
回

地
域
づ
く
り
小
委
員
会

＊
管
内
の
自
然
情
報
の
収
集
や
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
随
時
更
新
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非

ご
覧
下
さ
い
。

「森の中の静かな湖（キンムトー）」

「森の中に突然木の無い場所が（第二硫黄山）」

当センターは、国有林をフィールドとして、北海道の多様な自然との共生に向けた自然再生活動に取組むＮＰＯ等の活動支援、森林環境教
育等に携わる教育関係者の支援・技術指導等を行っています。

林野庁 北海道森林管理局 釧路湿原森林ふれあい推進センター
〒085-0825 北海道釧路市千歳町６番11

【IP】050-3160-5787【TEL】0154-44-0533【FAX】0154-41-7305
【E-mail】h_kusiro_f@maff.go.jp
【URL】http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/kusiro_fc/index.html


